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3月定例会報告　　一般質問

高山市議会ぎかいだより第27号

【
問
】
市
有
未
利
用
土
地
財

産
の
う
ち
、特
に
単
独
の

利
用
な
困
難
な
土
地
と
機

能
を
失
っ
た
法
定
外
公
共

物（
呼
び
名 

青
道
・
赤
道
）

を
売
払
う
場
合
に
は
、「
処

分
の
促
進
を
図
る
」姿
勢

の
基
に
、こ
れ
ら
の
土
地
に

関
わ
る
個
別
的
事
情
を
真

摯
に
聞
取
り
な
が
ら
売
払

い
価
格
に
つ
い
て
、需
給
関

係
・
土
地
形
状
関
係
に
よ

る
残
価
修
正
率
を
掛
け
て

処
分
し
、併
せ
て
明
確
な

処
分
評
定
要
綱
等
を
早
期

に
整
え
る
べ
き
で
あ
る
。

【
答
】
対
象
と
す
る
未
利
用

土
地
財
産
売
払
い
で
の
評

価
と
価
格
は
平
成
二
十
年

以
降
隣
接
地
と
前
面
道
路

路
線
価
価
額
に
準
し
決
定

し
て
い
る
。
今
後
は
、
近
年

で
の
他
自
治
体
で
の
取
組

み
や
市
域
で
の
様
々
な
事

【
問
】
市
内
交
通
の
安
全
性

確
保
や
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
内

環
状
線
を
整
備
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
渋
滞
の
緩
和
、
移
動

時
間
の
短
縮
等
、
地
域
産

業
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
災
害
発
生
時
の
避
難

路
、
緊
急
輸
送
路
な
ど
地

域
の
安
心
・
安
全
の
確
保

と
い
う
役
割
も
あ
り
、
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
市
道
松
之
木
千
島
線

の
今
後
の
具
体
的
な
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】
整
備
効
果
が
最
大
限

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
課

題
を
踏
ま
え
た
道
路
ル
ー

ト
の
調
査
費
を
、
新
年
度

予
算
に
計
上
し
検
討
を

行
っ
て
い
く
。
道
路
ル
ー
ト

が
決
定
し
た
ら
次
は
詳
細

未
利
用
土
地
財
産
処

分
で
の
今
後
の
し
く

み
に
つ
い
て

市
街
地
西
部
地
域
で

の
新
た
な
交
通
需
要

予
測
へ
の
将
来
展
望
は

内
環
状
線
と
な
る
幹
線

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

・
未
利
用
土
地
財
産
処
分
で
の

今
後
の
し
く
み
に
つ
い
て

・
市
街
地
西
部
地
域
で
の
新
た

な
交
通
需
要
増
加
予
測
で
の

意
識
改
革
に
つ
い
て

市
道
松
之
木
千
島
線
の

早
期
完
成
を
望
む
！
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情
を
含
め
て
、
価
格
評
価

の
更
な
る
検
証
と
共
に
、

処
分
に
よ
る
財
源
確
保
と

地
域
課
題
の
解
消
に
取
組

む
必
要
性
が
あ
る
。

【
問
】
国
道
1
5
8
号
線
沿

い
に
著
大
な
民
間
多
目
的

施
設
が
建
設
中
で
あ
り
、こ

の
施
設
は
遊
歩
道
・
広
場
施

設
の
市
民
利
用
へ
も
取
組

ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、本
来
の
目
的
利
用
と

共
に
空
い
て
い
る
時
に
は

市
民
利
用
も
予
定
さ
れ
る

な
か
で
交
通
需
要
増
加
へ

の
対
策
と
市
道
状
況
の
把

握
に
よ
る
予
測
認
識
は
。

【
答
】
市
街
地
西
部
地
域
の

交
通
需
要
増
加
は
一
定
量

の
認
識
を
し
、
経
路
変
更

に
よ
る
未
接
続
区
間
工
事

や
現
道
改
良
の
予
定
は
な

い
が
、
将
来
的
課
題
と
し
て

取
組
に
努
力
を
し
ま
す
。

設
計
を
行
い
、
更
に
用
地

測
量
、
用
地
取
得
を
行
っ

て
行
き
た
い
。
工
事
は
用
地

の
取
得
状
況
に
よ
り
着
手

し
た
い
。
著
大
事
業
の
た
め

財
源
が
課
題
と
な
る
が
、

国
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い

く
。

【
問
】
地
域
住
民
は
松
之
木

千
島
線
の
早
期
完
成
を
待

ち
望
ん
で
い
る
。
地
域
へ

の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

【
答
】
市
道
松
之
木
千
島
線

は
、
内
環
状
線
を
構
成
す

る
重
要
な
道
路
で
あ
り
、

整
備
効
果
が
最
大
限
に
発

揮
さ
れ
る
よ
う
ル
ー
ト
調

査
を
行
い
、
地
域
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

早
期
着
工
と
な
る
よ
う
事

業
を
進
め
て
い
く
。
ル
ー
ト

を
含
め
影
響
範
囲
が
決
定

次
第
、
地
域
の
皆
様
へ
の
説

明
を
行
い
た
い
。

【
問
】
伝
統
的
な
生
活
文

化
か
ら
な
る
、
歴
史
文
化

は
市
民
に
と
っ
て
の
帰
属

意
識
の
源
で
あ
る
と
同
時

に
、
地
域
の
魅
力
そ
の
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
包

括
的
に
支
援
し
文
化
政
策

を
推
進
す
る
体
制
づ
く
り

や
、
専
門
部
署
の
設
置
が

必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
総
合
的
、
横
断
的
に

文
化
政
策
を
推
進
で
き
る

セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
生
涯
学

習
課
が
こ
れ
に
あ
た
っ
て
い

る
が
、
新
年
度
に
お
い
て
こ

れ
を
強
化
し
、
各
所
管
が
一

体
と
な
る
体
制
作
り
を
進

め
る
。

文
化
政
策
に
つ
い
て

域
外
資
本
の
参
入
と

地
域
産
業
の
発
展
の

あ
り
方
に
つ
い
て

文
化
政
策
に
専
門
部
署

の
設
置
を
！
地
域
に
経

済
の
好
循
環
を
！
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【
問
】
観
光
産
業
等
、
市
域

外
市
場
か
ら
得
た
資
金
を

地
域
内
に
し
っ
か
り
循
環

さ
せ
て
行
く
事
が
、
持
続

性
を
も
っ
た
地
域
経
済
発

展
の
鍵
と
な
る
が
、
域
外

資
本
を
地
域
経
済
の
循
環

構
造
に
う
ま
く
組
み
入
れ

る
取
り
組
み
と
共
に
、
関

連
団
体
等
に
所
属
し
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
の
活

躍
も
促
せ
る
様
な
条
例
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
現
在
高
山
市
が
直
面

し
て
い
る
非
常
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
捉
え
る
。

10
年
、
20
年
先
に
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
事
に
な
ら
ぬ

様
、
産
業
振
興
基
本
条
例

の
推
進
に
努
め
る
。

【
問
】
民
泊
新
法
の
制
定
が

見
込
ま
れ
る
中
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
や
企
業
を
守
る
意

味
で
、
独
自
の
民
泊
条
例

制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
同
様
の
見
解
で
あ
る

が
、
権
限
の
許
す
範
囲
で

行
政
庁
、
関
連
団
体
と
の

連
携
を
密
に
、
き
め
細
や

か
な
対
応
に
努
め
る
。


